
 

※令和４年度以降入学生用 

学校番号 3009 

令和 5年度 工業科（工学系） 

 

教科 
工業科 
(工学系) 

科目 
建築・グラフィックデ

ザイン系製図 
単位数 ２単位 年次 

２年次 
(AG コース選択) 

使用教科書 製図 （実教出版） 

副教材等 建築設計製図 （実教出版） 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

鉄筋コンクリート構造は、建築物の基本的な構造形式であり、設計の仕方や考え方、構造の特性

について十分に理解しておきましょう。各図面の種類とその縮尺との関係、部材の組立・接合の

方法と表現、仕上材の取り付け方などの知識と技術をしっかり学びましょう。 

また、デザインのプロセスに従った考え方、作業の進め方、一貫した表示技法に重点を置いて作図技

法を学習します。グラフィック製品の三面図のトレース演習課題を通じて、寸法の正確さと線の丁寧

さ、スケッチの表現方法や着彩方法を身に付けていきましょう。 

 

 

２ 学習の到達目標 

・単元毎の演習課題によってどの程度理解しているかを否か測る。 

・単元毎の実技演習課題によって技術がどの程度習得できたかを測る。 

・授業態度・課題提出状況などを評価の対象とする 

 

 

３ 評価の観点及びその趣旨 

観

点 
a:知識・技術 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度 

観
点
の
趣
旨 

製図・設計に関する基礎的・

基本的な知識を身に付け、

現代社会における製図の意

義や役割を理解する。 

設計のプロセスを学び、ア

イデアを形にする手法を身

につける。 

製図・設計に関する事象につ

いて思考を深め、基礎的・基

本的な知識と技術を基に、技

術者として適切に判断し、表

現する創造的な能力を身に

付けている。 

 

製図・設計に関する事象につ

いて関心をもち、主体的に取

り組もうとするとともに、実

践的な態度を身に付けてい

る。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。学習

内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

 

４ 学習の活動 



 

※令和４年度以降入学生用 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 単元（題材）の評価規準 

評価方法 

知(a) 思(b) 主(c) 

前 

期  

建
築
・グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
製
図 

線の練習 

 

RC 構造 

 平面、立面、断面 

 

 

 

 

 

 

a: 設計の基礎知識と、図面の種類と

その縮尺、部材の組立・接合の方法

と表現、仕上材の取付方について理

解し、適切な図面表現に意欲的に取

組むとともに、実践的な知識を身に

付けている。 

b: 図面の種類とその縮尺、部材の組

立・接合の方法と表現、仕上材の取

り付け方について常に思考・判断し、

適切な図面表現に意欲的に取り組む

とともに、実践的な行動力を身に付

けている。 

c: 製図に関する事象について関心を

持ち、主体的に取り組もうとするととも

に、実践的な態度を身に付けている。 

学習状況

の観察 

 

提出物 

製作品 

 

自己評価 

相互評価  

 

学習状況

の観察 

 

提出物 

製作品 

 

自己評価 

相互評価  

 

学習状況

の観察 

 

提出物 

製作品 

 

自己評価 

相互評価  

 

 透視図法 

１）一点透視図法 

２）二点透視図法・ 

３）透視図を用いた工

業製品の制作 

 

 

a:透視図の基礎知識と、基本的な各

種図面の描き方と手法を体得し、

実践的な技能を身に付けている。

製図や透視図の基礎的・基本的な

知識を身に付け、簡単な工業製品

の完成図を制作するとともに、製

図の意義や役割を理解している。 

b: 製図の基本ルールを理解し、表現

できている。 

c: 製図に関する事象につて関心を持

ち、主体的に取り組もうとするとともに、

実践的な態度を身に付けている。ま

た、与えられた課題に関しては、自ら

吟味し、必要に応じて様々なメディアを

研究し、意欲的に取り組む。 

学習状況

の観察 

 

提出物 

製作品 

 

自己評価 

相互評価  

 

学習状況

の観察 

 

提出物 

製作品 

 

自己評価 

相互評価  

 

学習状況

の観察 

 

提出物 

製作品 

 

自己評価 

相互評価  

 

後
期 

 

自由設計 a:設計趣旨の理解と、設計をするう

えで必要な情報の整理とアイデア

の出し方、表現の手法を身につけ

ている。 

b:設計趣旨の理解とその解釈が論理

的に行われ、解決の手法がわかり

やすく表現されている。 

c:建築設計に関する事象につて関心

を持ち、主体的に取り組もうとすると

ともに、実践的な態度を身に付けて

いる。また、与えられた課題に関して

は、自ら吟味し、必要に応じて様々

なメディアを研究し、探究の根を伸

ばしている。 

学習状況

の観察 

 

提出物 

製作品 

 

自己評価 

相互評価  

 

学習状況

の観察 

 

提出物 

製作品 

 

自己評価 

相互評価  

 

学習状況

の観察 

 

提出物 

製作品 

 

自己評価 

相互評価  

 

※ 表中の観点について a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度         

 

 


